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報告書 

1. 実施概要 

学校名：駒沢学園女子高等学校  

参加生徒：25 名 

日時：13:20～15:10 

形態：特別授業 

単元名：「昔話で裁判員を体験！」 

授業担当：今井秀智（弁護士） 

配付資料：①昔話「三匹のこぶた」ワークシート 

     ②振返りシート 

2. 授業の流れ（110 分） 

〔導入〕法とは？裁判とは？ 

    法や裁判に対するイメージ・・・「固い・厳しい・お金がかかる・難しい」 

    なぜ法があるのか・・・私たちが“自由だ”だから。 

〔展開１〕自由とは  

     自由な社会とは？ 

     →色々な方向を見ることができる 

〔展開２〕価値相対主義について 

      価値相対主義とは・・・全ての人たちの考え方に同じように平等に価値を置くこと。 

〔展開３〕法教育の新教材＋DVD 視聴（三匹のこぶた） 

「昔話法廷」シリーズ NHK・E テレ 

法教育の新教材

「昔話法廷」ドラマ（ＮＨＫ・Ｅテレ）

第１話 「三匹のこぶた」裁判

→トン三郎の行為は正当防衛か。

第２話 「かちかち山」裁判

→ウサギの行為は許せるか。

第３話 「白雪姫」裁判

→王妃は犯人か。

 

「三匹のこぶた」裁判の視点

人が人に刑罰を科すことの意味

→人が変われば「判決」も変わる。

→しかし、それに従わなければいけない。

→しかも国家権力で強制される。

→それが「法」・「裁判」というもの。

ねらい
オオカミを殺害しているのに、正当防衛が成立すると
犯罪にはならないということの意味の考察を通じて、法
とは何か、法を守ることの意義を考える。

 

〔展開４〕グループ評議＋発表 
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3. 実施風景 

   

  

 

 

 

 

  

             １８歳の選挙権にあたって、選挙の自由、

投票の秘密について考えてみよう！ 

５グループ中、４グループが無罪判決でした。 

グループ評議の後は、みんなの意見をまとめて発表してみよう！ 

なぜ法があるのか？自由の意味を考えてみます。 三匹のこぶた裁判を視聴中・・・。 






